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【諮問事項「社会教育施設の機能強化について」ポイント】 

（諮問別紙 「２ 諮問理由」参照） 

 

社会教育施設について、 

 

○ 「行ってみたい」と思ってもらえる魅力ある施設としていく上

で、どのような機能が求められるのか 

 

○  多様な人々に対し、それぞれに十分な学習の機会を提供できる

ようにするためには、どのような仕組み・仕掛けが必要なのか 

 

など、利用者の目線も踏まえ、社会教育施設の機能強化について御

審議いただきたい。 
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